
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

9 月 26 日(金)矢本運動公園仮設住宅東集会所にお

いて、ママ 12 名・子ども 7 名の参加を頂き、教育・

公園・地域についてのワークショップを行いました。   

学校の体育館が出来たので部活が充実してきたこ

と、最近多く出没する変質者について、「早期に情報

共有してほしい」「住宅の近くの公園でも死角が多く

危険である」「地域等でパトロールを行う」など防犯強化に対する意見がでました。安心安全な公

園が早期に復旧し、子供たちを外で遊ばせ、心身共に健全な成長を願うママ達の想いが伝わりまし

た。また、地域について、治安の悪化を懸念する声や大型衣料品店付近に横断歩道がほしいなどの

意見もありました。 

今回のワークショップについて、「一人ひとりが地域のこと、子供のことを真剣に考えていて、

とても刺激になった。」「子供の成長を見守っていけるよう、地域や学校などを整えてほしい。」「他

のお母さん方と防犯について話した問題について、ここで聞いてもらえてスッキリした。」「新しく

お店が出来る事も子供達の成長に悪い影響が心配されるので対策が必要。」など、日頃疑問や不安

に思っていることを話し合い、みんなで共有し、子供たちの成長により良い地域づくりを考える場

になりました。 

 

 復興まちづくり推進員 新メンバー紹介
 

9 月 17 日より、三浦推進員の後任に、八下田侑恵（ヤゲタユキエ）

さんが加わりました。出身は栃木県です。 

「東松島市に来てもうすぐ１ヵ月になります。東松島をより良く

するために皆さんと一緒に活動していきたいと思います」 

9 月 19 日には、市より東松島市復興まちづくり推進員の委嘱状が

交付されました。これまで同様 5名で活動して参りますので、よろ

しくお願いします。 

復興まちづくり推進員だより 
一般社団法人 東北圏地域づくりコンソーシアム 

東松島市 
第 13 号（2014 年 10 月発行） 

私たち復興まちづくり推進員が、東松島市で行っている活動を、市内外の皆様に幅広く知って頂き、

共に歩んでいくために、『東松島市復興まちづくり推進員だより』を毎月発行しています。 

東北こんそ 主催 

平成２６年度 第５回ママサロン 
東松島の復興について～最近思うこと～ 



●復興支援員・地域おこし協力隊 活動中間報告会   9 月 2 日(火) 仙台 
 

復興応援隊や復興支援員の活動事例紹介を通して事業に対する理解を深め、有識者 

の方々から総評や助言を頂き、関係者のスキルアップを図り今後の活動に役立てる事 

を目的とした活動報告会に参加してきました。東松島市復興まちづくり推進員は、 

テーマを「被災地コミュニティの再生と住民主体の復興まちづくり」として、「ママ 

サロン」「災害公営住宅を受け入れる地区の話し合いと自治協議会で開催した交流会」 

「復興まちづくりにおける住民懇談会」について報告をしました。有識者の方から「これからの復興支援には、

住民と専門家と市（自治体）が一緒に考え行動するために『つなぐ』支援活動が大切になる。」とのお話しを頂

きました。 
 

●コミュニティカフェ視察    9 月 29 日(月) 東京・埼玉 
 

 コミュニティカフェが人と地域の活性化を担っていると聞き、5年～15年以上運営 

されているカフェを視察して来ました。どの店も閑静な住宅の中にあり、パンの販売 

やランチ・喫茶のカフェとして営業していますが、様々な教室やフリーマーケット、 

コンサートなどイベントの開催をし、地域の皆さんが生活の上で協力しあうための情報を発信する『場』を担

っていました。 

 

  

 

■9月の活動報告 

〜復興まちづくり推進員事務所のご紹介〜 

※当法人は東松島市復興まちづくり支援業務を東松島市より受託しております。 

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム 

東松島市復興まちづくり推進員 

事務所：東松島市蔵しっくパーク テレワーク３ 

  東松島市矢本字北浦 25 番地 

電話：0225-90-3571 FAX:0225-83-8577 

 

※ブログに最新の活動を掲載しておりますので、 

そちらもご覧ください。 

http://hmms0311fm.da-te.jp/ 

東松島 復興まちづくり推進員 

●子ども朝市「赤井の野菜を食べてけらいん市」    

9 月 14 日(日) 実際の朝市がどのようなものかを学ぶため、名取市のゆりあげ港 

朝市を見学しました。朝市では４グループに分かれ推進員が引率し、出店の様子を見 

て回りました。生鮮食品だけでなく、お惣菜やアイスクリームなどが売られており、 

子ども達は食べたいものを購入することで接客やお店の雰囲気を見る事が出来ました。 

赤井市民センターに戻ってからの話し合いで『あかいっこカンパニー』を設立し、 

役員や部署を決めました。 
 

●小松南地区自治会  

9 月 28 日(日) 小松南住宅「団地開き(芋煮会)」が開催されました。秋の晴天の中、 

山形県東根市より足湯や山形風芋煮が振舞われ、自治会からも宮城風芋煮が出て食べ 

比べができたほか、焼きそば、焼き鳥、フランクフルト、玉こんにゃく、綾小路きみ 

まろのモノマネショーなどで賑わいました。 
 

●あおい地区まちづくり整備協議会  
9 月 6 日(土) 災害公営住宅第Ⅰ次入居 47 戸の顔合わせ 

10 月 5 日(日) あおい地区大交流会～第Ⅰ次入居お祝いねぶた祭り  

この他 7つの部会による会議、役員会、正副部長会議など 11 月の第Ⅰ次入居に向けた 

自治会やまちづくりルール等の整備について連日連夜話し合われています。 
 

●野蒜北部丘陵振興協議会  
 9 月 12 日(金) 災害公営住宅部会、 9 月 28 日(日) 高台移転部会 

災害公営住宅の仮申込内容変更受付および基本設計に向けた意向把握のための調査に 

ついてとまちづくりルール(案)について検討されています。なお調査は 10 月 3 日締切。 

市で集約し、これからの災害公営住宅の計画に反映されます。 

http://hmms0311fm.da-te.jp/

